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河〕111こあける蛇行のモード変イし

劉 省土木研兜前 正 員 須 賀圭三

日本の諸珂川にあ`ける河相は,自 然ならびに社会・経済環境の変ィしの影響と蔓けて´従来にない未経験な仕方

で′かつ急激に変イししてt るヽ。河相急変の項目のなかピ|き河床の低下が顕名で
｀
あり′河床低下l―関連するFo5題の

考家がい=ぞ ある。すで
｀
l_′河床仏千に伴う河岸付近の局所匈む尭堀采の増大′あヽょび珂床低下ともた 5す 上流

からの流砂量の減少|二つ| てヽ′紳粒分の含有キl_■日し′それが三可床砂の粗粒化こ関係があるこここ/ThしF_。

今回は,珂 相の変イこ① Pol題と珂道のなかの中規模河床形態むどの蛇行形態の変化を通じて検討た行うこここした。

全国主要珂|||の航空写真に基づいて調査を行った。資料|こよるこlt海道からた Nヽきでの代表的な41の珂|11のす

べてl_ぉぃて′昭漁“0年代以降の珂相変イしが著 しいことが特徴的こぃえる。それ|さ′地域や河}llの特性あヽさび珂

壼の縦断的な場前など
｀
によって異なるが′人工的な影響之強く受|サてヽヽるここが唄らかぞある。珂相変イこの仕方

は様々であるが,珂 未低下量が大きぃほど変イヒが郷[しいようにみえる。全椴的な傾向|よ次のようぞある。

α 単 ,1蛇行珂五は流路幅の拡大がなけなばモ
ード数1さたらない。しかし,み お鴨が鮮明ィヒし,可洲1あるい1ふ砂

疎左は高く,か つ嘘かくなる傾向2角 し′砂りヽ‖上にううこ状秒)‖がのっていう場合にt消 夫寸う場合が多t 。ヽ

b 綱 1犬蛇行|さ複91jに′複ラj蛇行は単,りに変イヒする傾向が強い。これは,れ畜幅の変更がない場合にも発生して、、

る。写真が2回 以上存在する資料中′当初網状あるい1さ複夕J蛇行珂道が19あり,こ のうちIl珂道において明確な

変イLバ あった。モード
｀
数の変化がない 竜ヽ は守倍 |||や姫〕ll(昭和22年こ38年`bL較 )の ように河床低下左黒視 し

うる珂川か′黒部川|ヤ責伊ll lのように河床低下はあってもうれ出土砂量b 比ヾ較的多ぃ70■ll l(勾配や粒虔構成の縦軒

交イしが少な1 )ヽといえる。モード数が変rLした珂道の主響な共通点、は′糸めのガ′いと伴,た 河床偲下こ考えられる。

C 蛇 行形態は
一般に薇」ljの中に単クリ蛇行が存在寸るこぃうように多菫構造となっており、異なった強度の蛇行

が重なった形態`形 成してヽヽる。蛇行モード数の変イしがない珂道においても,強 度0査 イしや蛇行寝長の短縮など

がみられる。富士‖1下流部のように′蛇行モ
ード
｀
数の変イしがない場合にも河床低下|こよう卓越した蛇行の強度が

増大し′局前規 が著しくなっている例もある。

贅2行モード数の変イとが若しti珂HIのパ表19jとし

て写真-1に矢作|||の例 をあ|する。矢昨サltは本′|1中

ラた9 ム`の建設(峻工昭和46年'′砂利採取および堰の

制鯉軍照和53りが重なり′素砂量の,咸′いこ河床低下

{007和37年～52年で堰の上ラおにおt てヽ1.5～2mlが者

しヽヽ珂サ1である。終戦当時の網充珂道には堰0建

設後嘔上素の造積区問等で
｀
自然的なううこJズ砂|‖

が出現 (昭和31年の写真 )し たが′昭和40年代
/IA

半より急l_乱れるめ′複,1から単'」河道へこ変化

していった。それこ共に河床の鉛直変イしが大きく

なり,珂 岸付tの 局前ラt掘が増大し,理 olll去後

はその傾向に拍車がかかった。

蛇イテモード変イしの過程とみるこ′ う うこ′ある

い|よ綱引天砂州バ大規模な砂りヽ‖へ変イしし,砂 ナ‖のう

動こともに規模き縮小じ′複夕,ぁるぃは単,りへこ

変ィしし か つ蛇行の鮮明イしパ行われることが多ぃ
矢作 ‖|(1lKm～ 14Кm)の 中規模 河床彰根の経年変化




